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(57)【要約】
【課題】超音波画像を有する表示画面からより多くの画
像を有する表示画面への遷移時に、遷移先の表示画面の
アクティブの超音波画像と、遷移前後のシネ画像データ
の保持と、を容易に指定することである。
【解決手段】超音波画像診断装置は、ライブの超音波画
像のシネ画像データを記憶するシネ記憶部と、超音波画
像を有する表示画面からより多くの所定数の画像を有す
る表示画面への遷移前にシネ記憶部に記憶されたシネ画
像データを遷移後に保持するか否かの設定を判別する判
別部と、判別結果に応じて、次に遷移させる表示画面の
アクティブの超音波画像の配置と、遷移前後のシネ記憶
部へのシネ画像データの保持の設定状態と、を示し、当
該表示画面への遷移の入力を受け付けるボタン５３０，
５４０を含む表示画面２１０を生成して表示部に表示す
る制御部と、を備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を被検体に送受信する超音波探触子で生成された受信信号に基づいて超音波画像
データを生成して超音波画像を表示する超音波画像診断装置であって、
　ライブの超音波画像のシネ画像データを記憶するシネ記憶部と、
　超音波画像を有する表示画面からより多くの所定数の画像を有する表示画面への遷移前
に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かを判別する判別
部と、
　前記判別部の判別結果に応じて、次に遷移させる表示画面のアクティブの超音波画像の
配置と、当該遷移前後の前記シネ記憶部へのシネ画像データの保持の設定状態と、を示し
、当該表示画面への遷移の入力を受け付ける第１のボタンを含む表示画面を生成して表示
部に表示する制御部と、を備える超音波画像診断装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記遷移前に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像データを遷移後に保
持するか否かの入力を受け付ける第２のボタンを含む表示画面を生成して前記表示部に表
示し、
　前記判別部は、前記第２のボタンの入力状態に応じて、前記遷移前に前記シネ記憶部に
記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かの設定を判別する請求項１に記載の
超音波画像診断装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記所定数の画像を有する表示画面への遷移後に、前記第２のボタンの
入力を不可に設定する請求項２に記載の超音波画像診断装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記所定数の画像を有する表示画面への遷移後に、前記第１のボタンの
同じアクティブの画像が配置された表示画面への遷移の入力を不可に設定する請求項１か
ら３のいずれか一項に記載の超音波画像診断装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記判別部により前記遷移前に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像デ
ータを遷移後に保持すると判別された場合に、当該シネ記憶部を遷移直前のシネ画像デー
タを記憶する記憶領域を含む前記所定数の記憶領域に分割する請求項１から４のいずれか
一項に記載の超音波画像診断装置。
【請求項６】
　前記所定数は、２つである請求項１から５のいずれか一項に記載の超音波画像診断装置
。
【請求項７】
　前記制御部は、前記判別部により前記遷移前に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像デ
ータを遷移後に保持しないと判別された場合に、前記第１のボタンを、超音波画像及びブ
ランク画像を含む表示画面への遷移を受け付け、超音波画像を左右又は上下のどちら側に
配置するかの入力を受け付けるボタンに設定し、前記判別部により前記遷移前に前記シネ
記憶部に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持すると判別された場合に、前記第１の
ボタンを、アクティブの超音波画像及び非アクティブの超音波画像の２つの超音波画像を
含む表示画面への遷移を受け付け、アクティブの超音波画像を左右又は上下のどちら側に
配置するかの入力を受け付けるボタンに設定する請求項６に記載の超音波画像診断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記第１のボタンを含む表示画面において、２つの画像を左右に配置し
た表示画面への遷移に対応する第１のボタンと、上下に配置した表示画面への遷移に対応
する第１のボタンと、の表示の切替入力を受け付ける第３のボタンを含める請求項６又は
７に記載の超音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、超音波画像診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断は、超音波探触子を体表から当てるという簡単な操作で心臓の拍動や胎児の
動きの様子が超音波画像として得られ、かつ安全性が高いため繰り返して検査を行うこと
ができる。超音波診断を行うために用いられ、超音波画像を生成して表示する超音波画像
診断装置が知られている。
【０００３】
　整形超音波の分野では、両手等の対となる部位において、痛み（主訴）のある対象部位
（患部側）とその逆の部位（健常部側）を２画像（２画面）表示で比較するユーザーシー
ンが多く存在する。患者のコンディションや状況により、患部側から画像取得するか、健
常部側から画像取得するかは、ケース・バイ・ケースであるが、最終的には、健常部側は
左／上・患部側は右／下あるいはその逆の固定レイアウトのフリーズ状態となる。体の左
側の部位を左画像に表示している訳ではなく、健常部側・患部側の並び順が決まっている
。
【０００４】
　このように柔軟な２画像操作は、生産性向上の点で非常に重要であり、ユーザーが理解
に迷わず手を止めることなしに操作できるように、２画像操作に関連するボタンとして視
認性の高いものを提供する必要がある。
【０００５】
　また、２画像の画面におけるアクティブ（選択状態）設定のボタンの並びを直感的に理
解し易いように画像及びボタンを配置する超音波画像診断装置が知られている（特許文献
１参照）。左右２画像なら、ボタンを左右に並べ、上下２画像なら、ボタンを上下に並べ
るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－１４７５４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記従来の超音波画像診断装置では、ボタンの並びと、遷移後の画面レイアウ
トと、が一致するため、直感的操作により２画像表示後のアクティブな画像を選択するこ
とが可能であるが、１つの超音波画像の表示画面から２つの超音波画像の表示画面への遷
移時にどのような画面レイアウトになりどちらの画像がアクティブとなるかが不明確であ
るという問題があった。また、患部側・健常部側をどちらからスキャン（シネ画像データ
記憶）を始めるかをユーザーが選択することができず、２画像ボタンを押下時の画面レイ
アウトがユーザーの感覚と合わないと無駄な手数が増えてしまうため、生産性の面でも、
問題があった。
　このように、２画像操作の柔軟性は、生産性向上の点で非常に重要であり、ユーザーが
理解に迷わず手を止めることなしに操作できるように、２画像操作に関連するボタンとし
て視認性の高いものを提供する必要がある。
【０００８】
　本発明の課題は、超音波画像を有する表示画面からより多くの画像を有する表示画面へ
の遷移時に、遷移先の表示画面のアクティブの超音波画像と、遷移前後のシネ画像データ
の保持と、を容易に指定することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、



(4) JP 2017-221559 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

　超音波を被検体に送受信する超音波探触子で生成された受信信号に基づいて超音波画像
データを生成して超音波画像を表示する超音波画像診断装置であって、
　ライブの超音波画像のシネ画像データを記憶するシネ記憶部と、
　超音波画像を有する表示画面からより多くの所定数の画像を有する表示画面への遷移前
に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かを判別する判別
部と、
　前記判別部の判別結果に応じて、次に遷移させる表示画面のアクティブの超音波画像の
配置と、当該遷移前後の前記シネ記憶部へのシネ画像データの保持の設定状態と、を示し
、当該表示画面への遷移の入力を受け付ける第１のボタンと、１つの超音波画像と、を含
む表示画面を生成して表示部に表示する制御部と、を備える。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の超音波画像診断装置において、
　前記制御部は、前記遷移前に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像データを遷移後に保
持するか否かの入力を受け付ける第２のボタンを含む表示画面を生成して前記表示部に表
示し、
　前記判別部は、前記第２のボタンの入力状態に応じて、前記遷移前に前記シネ記憶部に
記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かの設定を判別する。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の超音波画像診断装置において、
　前記制御部は、前記所定数の画像を有する表示画面への遷移後に、前記第２のボタンの
入力を不可に設定する。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項に記載の超音波画像診断装置
において、
　前記制御部は、前記所定数の画像を有する表示画面への遷移後に、前記第１のボタンの
同じアクティブの画像が配置された表示画面への遷移の入力を不可に設定する。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれか一項に記載の超音波画像診断装置
において、
　前記制御部は、前記判別部により前記遷移前に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像デ
ータを遷移後に保持すると判別された場合に、当該シネ記憶部を遷移直前のシネ画像デー
タを記憶する記憶領域を含む前記所定数の記憶領域に分割する。
【００１４】
　請求項６に記載の発明は、請求項１から５のいずれか一項に記載の超音波画像診断装置
において、
　前記所定数は、２つである。
【００１５】
　請求項７に記載の発明は、請求項６に記載の超音波画像診断装置において、
　前記制御部は、前記判別部により前記遷移前に前記シネ記憶部に記憶されたシネ画像デ
ータを遷移後に保持しないと判別された場合に、前記第１のボタンを、超音波画像及びブ
ランク画像を含む表示画面への遷移を受け付け、超音波画像を左右又は上下のどちら側に
配置するかの入力を受け付けるボタンに設定し、前記判別部により前記遷移前に前記シネ
記憶部に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持すると判別された場合に、前記第１の
ボタンを、アクティブの超音波画像及び非アクティブの超音波画像の２つの超音波画像を
含む表示画面への遷移を受け付け、アクティブの超音波画像を左右又は上下のどちら側に
配置するかの入力を受け付けるボタンに設定する。
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、請求項６又は７に記載の超音波画像診断装置において、
　前記制御部は、前記第１のボタンを含む表示画面において、２つの画像を左右に配置し
た表示画面への遷移に対応する第１のボタンと、上下に配置した表示画面への遷移に対応
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する第１のボタンと、の表示の切替入力を受け付ける第３のボタンを含める。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、超音波画像を有する表示画面からより多くの画像を有する表示画面へ
の遷移時に、遷移先の表示画面のアクティブの超音波画像と、遷移前後のシネ画像データ
の保持と、を容易に指定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態の超音波画像診断装置の外観図である。
【図２】超音波画像診断装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】第１の表示画面と第２の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図４】第３の表示画面と第４の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図５】第１の表示画面と第３の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図６】第２の表示画面と第４の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図７】第１の表示画面と第５の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図８】第１の表示画面と第６の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図９】第２の表示画面と第７の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１０】第２の表示画面と第８の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１１】第３の表示画面と第９の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１２】第３の表示画面と第１０の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１３】第４の表示画面と第１１の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１４】第４の表示画面と第１２の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１５】第５の表示画面と第１０の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１６】第６の表示画面と第９の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１７】第７の表示画面と第１２の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１８】第８の表示画面と第１１の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図１９】第９の表示画面と第１０の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図２０】第１１の表示画面と第１２の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図２１】第５の表示画面と第７の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図２２】第６の表示画面と第８の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図２３】第９の表示画面と第１１の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図２４】第１０の表示画面と第１２の表示画面との画面遷移を示す図である。
【図２５】左右２画像表示処理を示すフローチャートである。
【図２６】上下２画像表示処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　添付図面を参照して、本発明に係る実施の形態を詳細に説明する。なお、本発明は、図
示例に限定されるものではない。
【００２０】
　先ず、図１及び図２を参照して、本実施の形態の装置構成を説明する。図１は、実施の
形態の超音波画像診断装置１の外観図である。図２は、超音波画像診断装置１の機能構成
を示すブロック図である。
【００２１】
　図１及び図２に示すように、本実施の形態の超音波画像診断装置１は、超音波画像診断
装置本体１ａと、超音波探触子１ｂと、を備える。超音波探触子１ｂは、図示しない生体
等の被検体に対して超音波（送信超音波）を送信するとともに、この被検体で反射した超
音波の反射波（反射超音波：エコー）を受信する。超音波画像診断装置本体１ａは、ケー
ブル１ｃを介して、超音波探触子１ｂと接続され、超音波探触子１ｂに電気信号の駆動信
号を送信することによって超音波探触子１ｂに被検体に対して送信超音波を送信させると
ともに、超音波探触子１ｂにて受信した被検体内からの反射超音波に応じて超音波探触子
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１ｂで生成された電気信号である受信信号に基づいて被検体内の内部状態を超音波画像と
して画像化する。
【００２２】
　超音波探触子１ｂは、圧電素子からなる振動子を備えており、この振動子は、例えば、
方位方向に一次元アレイ状に複数配列されている。本実施の形態では、例えば、１９２個
の振動子を備えた超音波探触子１ｂを用いている。なお、振動子は、二次元アレイ状に配
列されたものであってもよい。また、振動子の個数は、任意に設定することができる。ま
た、本実施の形態では、超音波探触子１ｂについて、リニア走査方式の電子スキャンプロ
ーブを採用したが、電子走査方式あるいは機械走査方式の何れを採用してもよく、また、
リニア走査方式、セクタ走査方式あるいはコンベックス走査方式の何れの方式を採用する
こともできる。
【００２３】
　図２に示すように、超音波画像診断装置本体１ａは、例えば、操作入力部１０１と、送
信部１０２と、受信部１０３と、画像生成部１０４と、画像処理部１０５と、ＤＳＣ（Di
gital Scan Converter）１０６と、操作表示部１０７と、判別部、制御部としての制御部
１０８と、記憶部１０９と、シネ記憶部としてのシネメモリー１１０と、を備える。
【００２４】
　操作入力部１０１は、例えば、診断開始を指示するコマンドや被検体の個人情報等のデ
ータの入力などを行うための各種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス、キーボー
ド等を備えており、操作信号を制御部１０８に出力する。
【００２５】
　送信部１０２は、制御部１０８の制御に従って、超音波探触子１ｂにケーブル１ｃを介
して電気信号である駆動信号を供給して超音波探触子１ｂに送信超音波を発生させる回路
である。また、送信部１０２は、例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発生回路
を備えている。クロック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決定する
クロック信号を発生させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを振動子
毎に対応した個別経路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の送信を
遅延させて送信超音波によって構成される送信ビームの集束を行うための回路である。パ
ルス発生回路は、所定の周期で駆動信号としてのパルス信号を発生させるための回路であ
る。上述のように構成された送信部１０２は、例えば、超音波探触子１ｂに配列された複
数（例えば、１９２個）の振動子のうちの連続する一部（例えば、６４個）を駆動して送
信超音波を発生させる。そして、送信部１０２は、送信超音波を発生させる毎に駆動する
振動子を方位方向にずらすことで走査（スキャン）を行う。
【００２６】
　受信部１０３は、制御部１０８の制御に従って、超音波探触子１ｂからケーブル１ｃを
介して電気信号である受信信号を受信する回路である。受信部１０３は、例えば、増幅器
、Ａ／Ｄ変換回路、整相加算回路を備えている。増幅器は、受信信号を、振動子毎に対応
した個別経路毎に、予め設定された増幅率で増幅させるための回路である。Ａ／Ｄ変換回
路は、増幅された受信信号をＡ／Ｄ変換するための回路である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ
変換された受信信号に対して、振動子毎に対応した個別経路毎に遅延時間を与えて時相を
整え、これらを加算（整相加算）して音線データを生成するための回路である。
【００２７】
　画像生成部１０４は、受信部１０３からの音線データに対して包絡線検波処理やログ圧
縮などを実施し、ダイナミックレンジやゲインの調整を行って輝度変換することにより、
Ｂモード画像データを生成する。すなわち、Ｂモード画像データは、受信信号の強さを輝
度によって表したものである。画像生成部１０４は、Ｂモード画像データの他、Ａモード
画像データ、Ｍモード画像データ及びドプラ法による画像データが生成できるものであっ
てもよい。
【００２８】
　画像処理部１０５は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの半導体メモリ
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ーによって構成された画像メモリー部１０５ａを備えている。画像処理部１０５は、画像
生成部１０４から出力されたＢモード画像データをフレーム単位で画像メモリー部１０５
ａに記憶する。フレーム単位での画像データを超音波画像データ、あるいはフレーム画像
データということがある。画像メモリー部１０５ａに記憶されたフレーム画像データは、
制御部１０８の制御に従って、ＤＳＣ１０６に送信される。
【００２９】
　ＤＳＣ１０６は、画像処理部１０５より受信したフレーム画像データに座標変換等を施
して表示部１０７ａ用の画像信号に変換し、操作表示部１０７に出力する。
【００３０】
　操作表示部１０７は、表示部１０７ａと、タッチパネル１０７ｂと、を備える。表示部
１０７ａは、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）ディスプ
レイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、無機ＥＬティスプレイ及び
プラズマディスプレイ等の表示装置が適用可能である。表示部１０７ａは、ＤＳＣ１０６
から出力された画像信号に従って表示画面上に画像の表示を行う。タッチパネル１０７ｂ
は、表示部１０７ａの表示画面上に構成された透明電極を格子状に配置した感圧式（抵抗
膜圧式）のタッチパネルであり、画面上を手指で押下された力点のＸＹ座標を電圧値で検
出し、検出された位置信号を操作信号として制御部１０８に出力する。なお、タッチパネ
ルは感圧式に限定されるものではなく、静電容量方式等、種々の方式の中から適宜選択し
て使用すればよい。
【００３１】
　制御部１０８は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only M
emory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備えて構成され、ＲＯＭに記憶されている
システムプログラム等の各種処理プログラムを読み出してＲＡＭに展開し、展開したプロ
グラムに従って超音波画像診断装置１の各部の動作を集中制御する。ＲＯＭは、半導体等
の不揮発メモリー等により構成され、超音波画像診断装置１に対応するシステムプログラ
ム及び該システムプログラム上で実行可能な、例えば、後述する、画像ファイル生成処理
や複数画面制御処理等を実行する各種処理プログラムや、ガンマテーブル等の各種データ
等を記憶する。これらのプログラムは、コンピューターが読み取り可能なプログラムコー
ドの形態で格納され、ＣＰＵは、当該プログラムコードに従った動作を逐次実行する。Ｒ
ＡＭは、ＣＰＵにより実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係るデータを一
時的に記憶するワークエリアを形成する。
【００３２】
　記憶部１０９は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等の大容量記録媒体によって構
成されており、患者情報に紐づいて保存される超音波画像データ等を記憶する。
【００３３】
　シネメモリー１１０は、ＲＡＭ等で構成され、制御部１０８の制御に従って、リアルタ
イムに更新されるライブ動画の画像データをシネ画像データとして記憶する、例えばＦＩ
ＦＯ（First IN First Out）の記憶部である。シネメモリー１１０は、例えば最大５００
フレーム分のシネ画像データの記憶領域１１０ａを有する。また、シネメモリー１１０の
記憶領域として、記憶領域１１０ａを２分割し、それぞれ独立して、例えば最大２５０フ
レーム分のシネ画像データの記憶領域１１０ｂ，１１０ｃを有する構成に設定することも
可能である。但し、記憶領域１１０ａ，１１０ｂ，１１０ｃのフレーム数は５００、各２
５０に限定されるものではなく、メモリー容量が許容する限りにおいて他のフレーム数と
してもよい。また、シネメモリー１１０は、制御部１０８のＲＡＭの一部により構成され
ることとしてもよい。
【００３４】
　次に、図３～図２６を参照して、超音波画像診断装置１の動作を説明する。先ず、図３
～図２４を参照して、超音波画像診断装置１の表示部１０７ａに表示される表示画面及び
画面遷移を説明する。図３は、表示画面２１０と表示画面２２０との画面遷移を示す図で
ある。図４は、表示画面２３０と表示画面２４０との画面遷移を示す図である。図５は、
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表示画面２１０と表示画面２３０との画面遷移を示す図である。図６は、表示画面２２０
と表示画面２４０との画面遷移を示す図である。図７は、表示画面２１０と表示画面２５
０との画面遷移を示す図である。図８は、表示画面２１０と表示画面２６０との画面遷移
を示す図である。図９は、表示画面２２０と表示画面２７０との画面遷移を示す図である
。図１０は、表示画面２２０と表示画面２８０との画面遷移を示す図である。
【００３５】
　図１１は、表示画面２３０と表示画面２９０との画面遷移を示す図である。図１２は、
表示画面２３０と表示画面３００との画面遷移を示す図である。図１３は、表示画面２４
０と表示画面３１０との画面遷移を示す図である。図１４は、表示画面２４０と表示画面
３２０との画面遷移を示す図である。図１５は、表示画面２５０と表示画面３００との画
面遷移を示す図である。図１６は、表示画面２６０と表示画面２９０との画面遷移を示す
図である。図１７は、表示画面２７０と表示画面３２０との画面遷移を示す図である。図
１８は、表示画面２８０と表示画面３１０との画面遷移を示す図である。図１９は、表示
画面２９０と表示画面３００との画面遷移を示す図である。図２０は、表示画面３１０と
表示画面３２０との画面遷移を示す図である。
【００３６】
　図２１は、表示画面２５０と表示画面２７０との画面遷移を示す図である。図２２は、
表示画面２６０と表示画面２８０との画面遷移を示す図である。図２３は、表示画面２９
０と表示画面３１０との画面遷移を示す図である。図２４は、表示画面３００と表示画面
３２０との画面遷移を示す図である。
【００３７】
　先ず、超音波画像診断装置１の表示画面の構成を説明する。図３に示すように、超音波
画像診断装置１の表示画面（例えば、表示画面２１０）は、超音波画像領域４００と、ボ
タン領域５００と、を有する。超音波画像領域４００は、超音波画像の表示領域であり、
１つの超音波画像、左右又は上下の２つの画像の表示領域となる。ボタン領域５００は、
超音波画像領域４００の超音波画像のレイアウトと、ボタン領域５００に配置する表示ボ
タンのレイアウトと、を遷移するための表示ボタン（アイコン）の表示領域である。
【００３８】
　ボタン領域５００の表示ボタンは、タッチパネル１０７を介してタッチ入力を受け付け
るものとして説明するが、これに限定されるものではなく、操作入力部１０１の操作デバ
イスにより表示画面上のポインターを移動してクリック入力を受け付ける構成としてもよ
い。このように、表示画面２１０～３２０は、超音波画像領域４００及びボタン領域５０
０を有する。
【００３９】
　図３に示すように、表示画面２１０は、超音波画像領域４００に配置されたシングル超
音波画像領域４１０と、ボタン領域５００に配置された第３のボタンとしてのボタン５１
０、第２のボタンとしてのボタン５２０、第１のボタンとしてのボタン５３０，５４０と
、を有する。シングル超音波画像領域４１０は、１つの超音波画像の表示領域であり、例
えば、リアルタイムの超音波画像としてのライブ画像が表示される。
【００４０】
　ボタン５１０は、超音波画像領域４００に表示する１つの超音波画像領域を有するシン
グルの表示画面におけるボタン領域５００の表示ボタンの左右から上下へのレイアウト変
更、又は表示ボタンの上下から左右へのレイアウト変更と、２つの画像（超音波画像、ブ
ランク画像）を有するデュアルの表示画面における左右から上下への表示画像のレイアウ
ト変更、又は上下から左右への表示画像のレイアウト変更と、の入力を受け付ける表示ボ
タンである。ボタン５２０は、超音波画像領域４００のシングルの表示画面からデュアル
の表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶されていたシネ画像データを遷移後
に保持するか否か（遷移前に予めシネメモリー１１０の１つの記憶領域１１０ａを、２つ
の記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに２分割するか否か）の切替え指示の入力を受け付ける表
示ボタンである。
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【００４１】
　ボタン５３０は、左側のアクティブの超音波画像領域と、右側のブランク画像領域と、
を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、その遷移指示の入力を受け付ける表示ボタ
ンである。ボタン５４０は、左側のブランク画像領域と、右側のアクティブの超音波画像
領域と、を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、その遷移指示の入力を受け付ける
表示ボタンである。
【００４２】
　表示画面２２０は、超音波画像領域４００に配置されたシングル超音波画像領域４１０
と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０、第１のボタンとしてのボタン
５５０，５６０と、を有する。
【００４３】
　ボタン５５０は、上側のアクティブの超音波画像領域と、下側のブランク画像領域と、
を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、その遷移指示の入力を受け付ける表示ボタ
ンである。ボタン５６０は、上側のブランク画像領域と、下側のアクティブの超音波画像
領域と、を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、その遷移指示の入力を受け付ける
表示ボタンである。
【００４４】
　表示画面２１０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると、表示画面２１０が表
示画面２２０に遷移される。また、表示画面２２０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入
力されると、表示画面２２０が表示画面２１０に遷移される。つまり、図３の画面遷移に
おいて、ボタン領域５００のみ変更される。また、表示画面２１０，２２０の表示中には
、シネメモリー１１０は、１つの記憶領域１１０ａが設定され、シングル超音波画像領域
４１０に表示されるライブ画像のシネ画像データが自動的に記憶領域１１０ａに記憶され
ていくものとする。記憶領域１１０ａに記憶されたデータは、シングルの表示画面からデ
ュアルの表示画面への遷移時にクリアされるので、表示画面２１０，２２０のボタン５３
０～５６０は、シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー
１１０に記憶されていたシネ画像データを遷移後に保持しないことを示す。
【００４５】
　図４に示すように、表示画面２３０は、超音波画像領域４００に配置されたシングル超
音波画像領域４１０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０、第１のボ
タンとしてのボタン５７０，５８０と、を有する。
【００４６】
　ボタン５７０は、左側のアクティブの超音波画像領域と、右側の非アクティブの超音波
画像領域と、を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、その遷移指示の入力を受け付
ける表示ボタンである。ボタン５８０は、左側の非アクティブの超音波画像領域と、右側
のアクティブの超音波画像領域と、を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、その遷
移指示の入力を受け付ける表示ボタンである。
【００４７】
　表示画面２４０は、超音波画像領域４００に配置されたシングル超音波画像領域４１０
と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０、第１のボタンとしてのボタン
５９０，６００と、を有する。ボタン５９０は、上側のアクティブの超音波画像領域と、
下側の非アクティブの超音波画像領域と、を有するデュアルの表示画面への遷移を示し、
その遷移指示の入力を受け付ける表示ボタンである。ボタン６００は、上側の非アクティ
ブの超音波画像領域と、下側のアクティブの超音波画像領域と、を有するデュアルの表示
画面への遷移を示し、その遷移指示の入力を受け付ける表示ボタンである。
【００４８】
　表示画面２３０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると、表示画面２３０が表
示画面２４０に遷移される。また、表示画面２４０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入
力されると、表示画面２４０が表示画面２３０に遷移される。つまり、図４の画面遷移に
おいて、ボタン領域５００のみ変更される。また、表示画面２３０，２４０の表示中には
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、シネメモリー１１０は、各２５０フレーム分の２つの記憶領域１１０ｂ，１１０ｃが設
定され、シングル超音波画像領域４１０に表示されるライブ画像のシネ画像データが記憶
領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶されるものとする。記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記
憶されたデータは、シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移時に保持される
ので、表示画面２３０，２４０のボタン５７０～６００は、シングルの表示画面からデュ
アルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶されていたシネ画像データを遷
移後に保持することを示す。
【００４９】
　図５に示すように、表示画面２１０の表示中に、ボタン５２０がタッチ入力されると、
表示画面２１０が表示画面２３０に遷移される。また、表示画面２３０の表示中に、ボタ
ン５２０がタッチ入力されると、表示画面２３０が表示画面２１０に遷移される。つまり
、図５の画面遷移において、ボタン領域５００のみ変更される。このように、ボタン５２
０は、シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に
記憶されていたシネ画像データを遷移後に保持するか否かの切替入力を受け付ける。
【００５０】
　図６に示すように、表示画面２２０の表示中に、ボタン５２０がタッチ入力されると、
表示画面２２０が表示画面２４０に遷移される。また、表示画面２４０の表示中に、ボタ
ン５２０がタッチ入力されると、表示画面２４０が表示画面２２０に遷移される。つまり
、図６の画面遷移において、ボタン領域５００のみ変更される。
【００５１】
　図７に示すように、表示画面２５０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル画
像領域４２０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５７０，５８０
と、を有する。但し、表示画面２５０のボタン５２０，５７０は、入力不可状態（グレー
アウト）として表示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００５２】
　デュアル画像領域４２０は、２つの画像領域として、左側に配置されアクティブで１つ
の超音波画像領域４２１と、右側に配置され超音波画像が表示されないブランクのブラン
ク画像領域４２２と、を有する。超音波画像領域４２１は、例えば、リアルタイムの超音
波画像としてのライブ画像が表示される。
【００５３】
　表示画面２１０の表示中に、ボタン５３０がタッチ入力されると、表示画面２１０が表
示画面２５０に遷移される。例えば、表示画面２１０の表示中に、シングル超音波画像領
域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ａに記憶されていく。ボタン５３０がタッチ入力されると、シネメモ
リー１１０の記憶領域１１０ａに記憶されていたシネ画像データがクリアされるとともに
記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに分割され、超音波画像領域４２１に表示開始するライブ画
像のシネ画像データが記憶領域１１０ｂに記憶開始される。記憶領域１１０ｃは、ブラン
ク画像領域４２２に対応して、空のままとされる。このように、ボタン５３０は、シング
ルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶されてい
たシネ画像データを遷移後に保持しないことを示す。なお、超音波画像領域４２１に表示
するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、記憶領域１１０ｂをブラ
ンク画像領域４２２に対応して空としてもよい。
【００５４】
　図８に示すように、表示画面２６０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル画
像領域４３０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５７０，５８０
と、を有する。但し、表示画面２６０のボタン５２０，５８０は、入力不可状態として表
示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００５５】
　デュアル画像領域４３０は、２つの画像領域として、左側に配置され超音波画像が表示
されないブランクのブランク画像領域４３１と、右側に配置されアクティブで１つの超音
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波画像領域４３２と、を有する。超音波画像領域４３２は、例えば、リアルタイムの超音
波画像としてのライブ画像が表示される。
【００５６】
　表示画面２１０の表示中に、ボタン５４０がタッチ入力されると、表示画面２１０が表
示画面２６０に遷移される。例えば、表示画面２１０の表示中に、シングル超音波画像領
域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ａに記憶されていく。ボタン５４０がタッチ入力されると、シネメモ
リー１１０の記憶領域１１０ａに記憶されていたシネ画像データがクリアされるとともに
記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに分割され、超音波画像領域４３２に表示開始するライブ画
像のシネ画像データが記憶領域１１０ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂは、ブラン
ク画像領域４３１に対応して、空のままとされる。このように、ボタン５４０は、シング
ルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶されてい
たシネ画像データを遷移後に保持しないことを示す。なお、超音波画像領域４３２に表示
するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶し、記憶領域１１０ｃをブラ
ンク画像領域４３１に対応して空としてもよい。
【００５７】
　図９に示すように、表示画面２７０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル画
像領域４４０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５９０，６００
と、を有する。但し、表示画面２７０のボタン５２０，５９０は、入力不可状態として表
示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００５８】
　デュアル画像領域４４０は、２つの画像領域として、上側に配置されアクティブで１つ
の超音波画像領域４４１と、下側に配置され超音波画像が表示されないブランクのブラン
ク画像領域４４２と、を有する。超音波画像領域４４１は、例えば、リアルタイムの超音
波画像としてのライブ画像が表示される。
【００５９】
　表示画面２２０の表示中に、ボタン５５０がタッチ入力されると、表示画面２２０が表
示画面２７０に遷移される。例えば、表示画面２２０の表示中に、シングル超音波画像領
域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ａに記憶されていく。ボタン５５０がタッチ入力されると、シネメモ
リー１１０の記憶領域１１０ａに記憶されていたシネ画像データがクリアされるとともに
記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに分割され、超音波画像領域４４１に表示開始するライブ画
像のシネ画像データが記憶領域１１０ｂに記憶開始される。記憶領域１１０ｃは、ブラン
ク画像領域４４２に対応して、空のままとされる。このように、ボタン５５０は、シング
ルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶されてい
たシネ画像データを遷移後に保持しないことを示す。なお、超音波画像領域４４１に表示
するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、記憶領域１１０ｂをブラ
ンク画像領域４４２に対応して空としてもよい。
【００６０】
　図１０に示すように、表示画面２８０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル
画像領域４５０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５９０，６０
０と、を有する。但し、表示画面２８０のボタン５２０，６００は、入力不可状態として
表示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００６１】
　デュアル画像領域４５０は、２つの画像領域として、上側に配置され超音波画像が表示
されないブランクのブランク画像領域４５１と、下側に配置されアクティブで１つの超音
波画像領域４５２と、を有する。超音波画像領域４５２は、例えば、リアルタイムの超音
波画像としてのライブ画像が表示される。
【００６２】
　表示画面２２０の表示中に、ボタン５６０がタッチ入力されると、表示画面２２０が表
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示画面２８０に遷移される。例えば、表示画面２２０の表示中に、シングル超音波画像領
域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ａに記憶されていく。ボタン５６０がタッチ入力されると、シネメモ
リー１１０の記憶領域１１０ａに記憶されていたシネ画像データがクリアされるとともに
記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに分割され、超音波画像領域４５２に表示開始するライブ画
像のシネ画像データが記憶領域１１０ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂは、ブラン
ク画像領域４５１に対応して、空のままとされる。このように、ボタン５６０は、シング
ルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶されてい
たシネ画像データを遷移後に保持しないことを示す。なお、超音波画像領域４５２に表示
するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶し、記憶領域１１０ｃをブラ
ンク画像領域４５１に対応して空としてもよい。
【００６３】
　図１１に示すように、表示画面２９０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル
画像領域４６０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５７０，５８
０と、を有する。但し、表示画面２９０のボタン５２０，５７０は、入力不可状態として
表示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００６４】
　デュアル画像領域４６０は、２つの画像領域として、左側に配置されアクティブで１つ
の超音波画像領域４６１と、右側に配置され非アクティブで１つの超音波画像領域４６２
と、を有する。超音波画像領域４６１は、例えば、リアルタイムの超音波画像としてのラ
イブ画像が表示される。超音波画像領域４６２は、例えば、表示画面２９０への画面遷移
前に記憶されていたシネ画像データのシネ画像が表示される。
【００６５】
　表示画面２３０の表示中に、ボタン５７０がタッチ入力されると、表示画面２３０が表
示画面２９０に遷移される。例えば、表示画面２３０の表示中に、シングル超音波画像領
域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン５７０がタッチ入力されると、超音波画
像領域４６１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記憶領域１１０
ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されていたシネ画像データは、超音波画像
領域４６２に表示される。例えば初期状態では、当該シネ画像データの画面遷移の直前フ
レームの静止画像が超音波画像領域４６２に表示される。このように、ボタン５７０は、
シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶さ
れていたシネ画像データを遷移後に保持することを示す。なお、シングル超音波画像領域
４１０に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像
領域４６１に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成と
してもよい。
【００６６】
　図１２に示すように、表示画面３００は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル
画像領域４７０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５７０，５８
０と、を有する。但し、表示画面３００のボタン５２０，５８０は、入力不可状態として
表示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００６７】
　デュアル画像領域４７０は、２つの画像領域として、左側に配置され非アクティブで１
つの超音波画像領域４７１と、右側に配置されアクティブで１つの超音波画像領域４７２
と、を有する。超音波画像領域４７１は、例えば、表示画面３００への画面遷移前に記憶
されていたシネ画像データのシネ画像が表示される。超音波画像領域４７２は、例えば、
リアルタイムの超音波画像としてのライブ画像が表示される。
【００６８】
　表示画面２３０の表示中に、ボタン５８０がタッチ入力されると、表示画面２３０が表
示画面３００に遷移される。例えば、表示画面２３０の表示中に、シングル超音波画像領
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域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン５８０がタッチ入力されると、超音波画
像領域４７２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記憶領域１１０
ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されていたシネ画像データは、超音波画像
領域４７１に表示される。例えば初期状態では、当該シネ画像データの画面遷移の直前フ
レームの静止画像が超音波画像領域４７１に表示される。このように、ボタン５８０は、
シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶さ
れていたシネ画像データを遷移後に保持することを示す。なお、シングル超音波画像領域
４１０に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像
領域４７２に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成と
してもよい。
【００６９】
　図１３に示すように、表示画面３１０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル
画像領域４８０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５９０，６０
０と、を有する。但し、表示画面３１０のボタン５２０，５９０は、入力不可状態として
表示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００７０】
　デュアル画像領域４８０は、２つの画像領域として、上側に配置されアクティブで１つ
の超音波画像領域４８１と、下側に配置され非アクティブで１つの超音波画像領域４８２
と、を有する。超音波画像領域４８１は、例えば、リアルタイムの超音波画像としてのラ
イブ画像が表示される。超音波画像領域４８２は、例えば、表示画面３１０への画面遷移
前に記憶されていたシネ画像データのシネ画像が表示される。
【００７１】
　表示画面２４０の表示中に、ボタン５９０がタッチ入力されると、表示画面２４０が表
示画面３１０に遷移される。例えば、表示画面２４０の表示中に、シングル超音波画像領
域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン５９０がタッチ入力されると、超音波画
像領域４８１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記憶領域１１０
ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されていたシネ画像データは、超音波画像
領域４８２に表示される。例えば初期状態では、当該シネ画像データの画面遷移の直前フ
レームの静止画像が超音波画像領域４８２に表示される。このように、ボタン５９０は、
シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶さ
れていたシネ画像データを遷移後に保持することを示す。なお、シングル超音波画像領域
４１０に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像
領域４８１に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成と
してもよい。
【００７２】
　図１４に示すように、表示画面３２０は、超音波画像領域４００に配置されたデュアル
画像領域４９０と、ボタン領域５００に配置されたボタン５１０，５２０，５９０，６０
０と、を有する。但し、表示画面３２０のボタン５２０，６００は、入力不可状態として
表示され、タッチ入力が不可の状態になっている。
【００７３】
　デュアル画像領域４９０は、２つの画像領域として、上側に配置され非アクティブで１
つの超音波画像領域４９１と、下側に配置されアクティブで１つの超音波画像領域４９２
と、を有する。超音波画像領域４９１は、例えば、表示画面３２０への画面遷移前に記憶
されていたシネ画像データのシネ画像が表示される。超音波画像領域４９２は、例えば、
リアルタイムの超音波画像としてのライブ画像が表示される。
【００７４】
　表示画面２４０の表示中に、ボタン６００がタッチ入力されると、表示画面２４０が表
示画面３２０に遷移される。例えば、表示画面２４０の表示中に、シングル超音波画像領
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域４１０にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン６００がタッチ入力されると、超音波画
像領域４９２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記憶領域１１０
ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されていたシネ画像データは、超音波画像
領域４９１に表示される。例えば初期状態では、当該シネ画像データの画面遷移の直前フ
レームの静止画像が超音波画像領域４９１に表示される。このように、ボタン６００は、
シングルの表示画面からデュアルの表示画面への遷移前に、シネメモリー１１０に記憶さ
れていたシネ画像データを遷移後に保持することを示す。なお、シングル超音波画像領域
４１０に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像
領域４９２に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成と
してもよい。
【００７５】
　図１５に示すように、表示画面２５０の表示中に、ボタン５８０がタッチ入力されると
、表示画面２５０が表示画面３００に遷移される。例えば、表示画面２５０の表示中に、
超音波画像領域４２１にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン５８０がタッチ入力される
と、超音波画像領域４７２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記
憶領域１１０ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されていたシネ画像データは
、超音波画像領域４７１に表示される。なお、超音波画像領域４２１に表示するライブ画
像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像領域４７２に表示するライ
ブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成としてもよい。
【００７６】
　図１６に示すように、表示画面２６０の表示中に、ボタン５７０がタッチ入力されると
、表示画面２６０が表示画面２９０に遷移される。例えば、表示画面２６０の表示中に、
超音波画像領域４３２にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｃに記憶されていく。ボタン５７０がタッチ入力される
と、超音波画像領域４６１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記
憶領域１１０ｂに記憶開始される。記憶領域１１０ｃに記憶されていたシネ画像データは
、超音波画像領域４６２に表示される。なお、超音波画像領域４３２に表示するライブ画
像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶し、超音波画像領域４６１に表示するライ
ブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶する構成としてもよい。
【００７７】
　図１７に示すように、表示画面２７０の表示中に、ボタン６００がタッチ入力されると
、表示画面２７０が表示画面３２０に遷移される。例えば、表示画面２７０の表示中に、
超音波画像領域４４１にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン６００がタッチ入力される
と、超音波画像領域４９２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記
憶領域１１０ｃに記憶開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されていたシネ画像データは
、超音波画像領域４９１に表示される。なお、超音波画像領域４４１に表示するライブ画
像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像領域４９２に表示するライ
ブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成としてもよい。
【００７８】
　図１８に示すように、表示画面２８０の表示中に、ボタン５９０がタッチ入力されると
、表示画面２８０が表示画面３１０に遷移される。例えば、表示画面２８０の表示中に、
超音波画像領域４５２にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｃに記憶されていく。ボタン５９０がタッチ入力される
と、超音波画像領域４８１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、空であった記
憶領域１１０ｂに記憶開始される。記憶領域１１０ｃに記憶されていたシネ画像データは
、超音波画像領域４８２に表示される。なお、超音波画像領域４５２に表示するライブ画
像のシネ画像データを記憶領域１１０ｂに記憶し、超音波画像領域４８１に表示するライ
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ブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０ｃに記憶する構成としてもよい。
【００７９】
　図１９に示すように、表示画面２９０の表示中に、ボタン５８０がタッチ入力されると
、表示画面２９０が表示画面３００に遷移される。例えば、表示画面２９０の表示中に、
超音波画像領域４６１にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。記憶領域１１０ｃに記憶されてい
るシネ画像データは、超音波画像領域４６２に表示される。ボタン５８０がタッチ入力さ
れると、超音波画像領域４７２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域
１１０ｃに記憶（上書き）開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像デー
タは、超音波画像領域４７１に表示される。
【００８０】
　表示画面３００の表示中に、ボタン５７０がタッチ入力されると、表示画面３００が表
示画面２９０に遷移される。例えば、表示画面３００の表示中に、超音波画像領域４７２
にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１０の記憶
領域１１０ｃに記憶されていく。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像データは、
超音波画像領域４７１に表示される。ボタン５７０がタッチ入力されると、超音波画像領
域４６１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１０ｂに記憶（上書
き）開始される。記憶領域１１０ｃに記憶されているシネ画像データは、超音波画像領域
４６２に表示される。なお、超音波画像領域４６１に表示するライブ画像のシネ画像デー
タを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像領域４７２に表示するライブ画像のシネ画像
データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成としてもよい。
【００８１】
　図２０に示すように、表示画面３１０の表示中に、ボタン６００がタッチ入力されると
、表示画面３１０が表示画面３２０に遷移される。例えば、表示画面３１０の表示中に、
超音波画像領域４８１にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。記憶領域１１０ｃに記憶されてい
るシネ画像データは、超音波画像領域４８２に表示される。ボタン６００がタッチ入力さ
れると、超音波画像領域４９２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域
１１０ｃに記憶（上書き）開始される。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像デー
タは、超音波画像領域４９１に表示される。
【００８２】
　表示画面３２０の表示中に、ボタン５９０がタッチ入力されると、表示画面３２０が表
示画面３１０に遷移される。例えば、表示画面３２０の表示中に、超音波画像領域４９２
にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１０の記憶
領域１１０ｃに記憶されていく。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像データは、
超音波画像領域４９１に表示される。ボタン５９０がタッチ入力されると、超音波画像領
域４８１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１０ｂに記憶（上書
き）開始される。記憶領域１１０ｃに記憶されているシネ画像データは、超音波画像領域
４８２に表示される。なお、超音波画像領域４８１に表示するライブ画像のシネ画像デー
タを記憶領域１１０ｃに記憶し、超音波画像領域４９２に表示するライブ画像のシネ画像
データを記憶領域１１０ｂに記憶する構成としてもよい。
【００８３】
　図２１に示すように、表示画面２５０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると
、表示画面２５０が表示画面２７０に遷移される。例えば、表示画面２５０の表示中に、
超音波画像領域４２１にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン５１０がタッチ入力される
と、超音波画像領域４４１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１
０ｂに記憶継続される。
【００８４】
　表示画面２７０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると、表示画面２７０が表
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示画面２５０に遷移される。例えば、表示画面２７０の表示中に、超音波画像領域４４１
にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１０の記憶
領域１１０ｂに記憶されていく。ボタン５１０がタッチ入力されると、超音波画像領域４
２１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１０ｂに記憶継続される
。なお、超音波画像領域４２１に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０
ｃに記憶し、超音波画像領域４４１に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１
１０ｃに記憶する構成としてもよい。
【００８５】
　図２２に示すように、表示画面２６０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると
、表示画面２６０が表示画面２８０に遷移される。例えば、表示画面２６０の表示中に、
超音波画像領域４３２にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｃに記憶されていく。ボタン５１０がタッチ入力される
と、超音波画像領域４５２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１
０ｃに記憶継続される。
【００８６】
　表示画面２８０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると、表示画面２８０が表
示画面２６０に遷移される。例えば、表示画面２８０の表示中に、超音波画像領域４５２
にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１０の記憶
領域１１０ｃに記憶されていく。ボタン５１０がタッチ入力されると、超音波画像領域４
３２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１０ｃに記憶継続される
。なお、超音波画像領域４３２に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１１０
ｂに記憶し、超音波画像領域４５２に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領域１
１０ｂに記憶する構成としてもよい。
【００８７】
　図２３に示すように、表示画面２９０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると
、表示画面２９０が表示画面３１０に遷移される。例えば、表示画面２９０の表示中に、
超音波画像領域４６１にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｂに記憶されていく。記憶領域１１０ｃに記憶されてい
るシネ画像データは、超音波画像領域４６２に表示される。ボタン５１０がタッチ入力さ
れると、超音波画像領域４８１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域
１１０ｂに記憶継続される。記憶領域１１０ｃに記憶されているシネ画像データは、超音
波画像領域４８２に表示される。
【００８８】
　表示画面３１０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると、表示画面３１０が表
示画面２９０に遷移される。例えば、表示画面３１０の表示中に、超音波画像領域４８１
にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１０の記憶
領域１１０ｂに記憶されていく。記憶領域１１０ｃに記憶されているシネ画像データは、
超音波画像領域４８２に表示される。ボタン５１０がタッチ入力されると、超音波画像領
域４６１に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１０ｂに記憶継続さ
れる。記憶領域１１０ｃに記憶されているシネ画像データは、超音波画像領域４６２に表
示される。なお、超音波画像領域４６１に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領
域１１０ｃに記憶し、超音波画像領域４８１に表示するライブ画像のシネ画像データを記
憶領域１１０ｃに記憶する構成としてもよい。
【００８９】
　図２４に示すように、表示画面３００の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると
、表示画面３００が表示画面３２０に遷移される。例えば、表示画面３００の表示中に、
超音波画像領域４７２にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネ
メモリー１１０の記憶領域１１０ｃに記憶されていく。記憶領域１１０ｂに記憶されてい
るシネ画像データは、超音波画像領域４７１に表示される。ボタン５１０がタッチ入力さ
れると、超音波画像領域４９２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域
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１１０ｃに記憶継続される。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像データは、超音
波画像領域４９１に表示される。
【００９０】
　表示画面３２０の表示中に、ボタン５１０がタッチ入力されると、表示画面３２０が表
示画面３００に遷移される。例えば、表示画面３２０の表示中に、超音波画像領域４９２
にライブ画像が表示され、且つライブ画像のシネ画像データがシネメモリー１１０の記憶
領域１１０ｃに記憶されていく。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像データは、
超音波画像領域４９１に表示される。ボタン５１０がタッチ入力されると、超音波画像領
域４７２に表示開始するライブ画像のシネ画像データが、記憶領域１１０ｃに記憶継続さ
れる。記憶領域１１０ｂに記憶されているシネ画像データは、超音波画像領域４７１に表
示される。なお、超音波画像領域４７２に表示するライブ画像のシネ画像データを記憶領
域１１０ｂに記憶し、超音波画像領域４９２に表示するライブ画像のシネ画像データを記
憶領域１１０ｂに記憶する構成としてもよい。
【００９１】
　次いで、図２５を参照して、上述した画面遷移を用いた左右２画像表示処理を説明する
。図２５は、左右２画像表示処理を示すフローチャートである。左右２画像表示処理は、
一例として、手、腕、足等の２対の部位の片方に患部を有する患者の被検体について、健
常部側と、患部側と、の超音波画像データを生成して、そのフリーズ画像を左右２画像に
より画面表示する処理とする。
【００９２】
　先ず、制御部１０８は、表示画面２１０，２２０，２３０又は２４０の画像データを生
成して表示部１０７ａに表示し、送信部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４、画像
処理部１０５、ＤＳＣ１０６、操作表示部１０７を制御して、リアルタイムの超音波画像
データ（Ｂモード画像データ）を順次生成して表示部１０７ａの表示画面のシングル超音
波画像領域４１０にライブ画像として表示するとともに、生成されたＢモード画像データ
をシネ画像データとしてシネメモリー１１０の記憶領域１１０ａ、１１０ｂ又は１１０ｃ
に順次記憶していく（ステップＳ１１）。表示画面２１０，２３０の表示中には、ライブ
画像のシネ画像データが記憶領域１１０ａに記憶され、表示画面２２０，２４０の表示中
には、ライブ画像のシネ画像データが記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶される。
【００９３】
　そして、制御部１０８は、表示中の表示画面が表示画面２１０又は２３０の場合に、表
示画面をそのままとし、表示中の表示画面が表示画面２２０又は２４０の場合に、タッチ
パネル１０７ｂを介して、検査者からボタン５１０のタッチ入力を受け付け、ボタン５１
０のタッチ入力に応じて、表示中の表示画面２２０を表示画面２１０に遷移し、又は表示
中の表示画面２４０を表示画面２３０に遷移して、表示部１０７ａに表示する（ステップ
Ｓ１２）。また、ステップＳ１２において、検査者からボタン５２０のタッチ入力を受け
付け、そのタッチ入力に応じて、表示画面２１０から表示画面２３０への遷移、又は表示
画面２３０から表示画面２１０への遷移を行う。
【００９４】
　そして、制御部１０８は、表示中の表示画面２１０，２３０のボタン５３０～５６０に
応じて、１つの超音波画像を有する表示画面から２つの画像を有する表示画面への遷移前
にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かを判別する
（ステップＳ１３）。表示中の表示画面がボタン５３０，５４０を有する表示画面２１０
である場合に、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持
しないと判別され、表示中の表示画面がボタン５７０，５８０を有する表示画面２３０で
ある場合に、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持す
ると判別される。
【００９５】
　遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持しない場合（
ステップＳ１３；ＮＯ）、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者から
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のデュアルＬ／Ｒボタンとしてのボタン５３０又は５４０のタッチ入力を受け付け、タッ
チ入力ボタンに応じて表示画面２１０を表示画面２５０又は２６０に遷移し、シネメモリ
ー１１０をクリアして記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに分割する（ステップＳ１４）。表示
画面２５０の超音波画像領域４２１、又は表示画面２６０の超音波画像領域４３２には、
ライブ画像が表示される。ここで、検査者は、被検体の最初にスキャンする側の部位に、
超音波探触子１ｂを押し当てる。例えば、最終的に左側を健常部側とし、右側を患部側と
するため、検査者は、アクティブな超音波画像領域４２１が左側である表示画面２５０が
表示中の場合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当て、アクティブな超音波画
像領域４３２が右側である表示画面２６０が表示中の場合に、患部側の部位に超音波探触
子１ｂを押し当てる。
【００９６】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ１４で超音波探触子１ｂが押し当てられた健常部
側又は患部側の部位の超音波画像データを生成し、超音波画像領域４２１又は４３２にラ
イブ画像として表示し、当該超音波画像データをシネ画像データとしてシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶する（ステップＳ１５）。
【００９７】
　そして、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者からのデュアルＬ／
Ｒボタンとしての入力不可となっていないボタン５７０又は５８０のタッチ入力を受け付
け、タッチ入力ボタンに応じて表示画面２５０又は２６０を表示画面３００又は２９０に
遷移し、新たにスキャン開始したライブの超音波画像データを超音波画像領域４７２又は
４６１（ステップＳ１５までのライブ画像表示側と逆側）に表示開始し、シネメモリー１
１０の例えば直前にシネ画像データを記憶していた記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃへの新
たなシネ画像データの記憶を停止し、直前にシネ画像データを記憶していなかった記憶領
域１１０ｂ又は１１０ｃにライブ画像のシネ画像データの記憶を開始する（ステップＳ１
６）。
【００９８】
　ステップＳ１６では、表示画面２９０の表示中に、ステップＳ１５で記憶領域１１０ｂ
又は１１０ｃに記憶されているシネ画像データの直前のフレームがフリーズ画像として超
音波画像領域４６２に表示される。同様に、表示画面３００の表示中に、ステップＳ１５
で記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶されているシネ画像データの直前のフレームがフ
リーズ画像として超音波画像領域４７１に表示される。また、検査者は、被検体のステッ
プＳ１５でスキャンされていない側の部位に、超音波探触子１ｂを押し当てる。例えば、
検査者は、アクティブな超音波画像領域４６１が左側である表示画面２９０が表示中の場
合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当て、アクティブな超音波画像領域４７
２が右側である表示画面３００が表示中の場合に、患部側の部位に超音波探触子１ｂを押
し当てる。
【００９９】
　遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持する場合（ス
テップＳ１３；ＹＥＳ）、予め検査者は、被検体の最初にスキャンする側の部位に、超音
波探触子１ｂを押し当てる。例えば、検査者は、アクティブな超音波画像領域４６１が左
側である表示画面２９０を次に表示させる場合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂを
押し当て、アクティブな超音波画像領域４７２が右側である表示画面３００を次に表示さ
せる場合に、患部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当てる。ここで、制御部１０８は、
超音波探触子１ｂが押し当てられた健常部側又は患部側の部位の超音波画像データを生成
し、シングル超音波画像領域４１０にライブ画像として表示継続し、当該超音波画像デー
タをシネ画像データとしてシネメモリー１１０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶す
る（ステップＳ１７）。
【０１００】
　そして、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者からのデュアルＬ／
Ｒボタンとしてのボタン５７０又は５８０のタッチ入力を受け付け、タッチ入力ボタンに
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応じて表示画面２３０を表示画面２９０又は３００に遷移し、ライブ画像を超音波画像領
域４６１又は４７２に表示開始し、シネメモリー１１０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃ
（ステップＳ１７でシネ画像データが記憶されていない記憶領域）にライブ画像のシネ画
像データの記憶を開始する（ステップＳ１８）。ステップＳ１８では、表示画面２９０の
表示中に、ステップＳ１７で記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶されているシネ画像デ
ータの直前のフレームがフリーズ画像として超音波画像領域４６２に表示される。同様に
、表示画面３００の表示中に、ステップＳ１７で記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶さ
れているシネ画像データの直前のフレームがフリーズ画像として超音波画像領域４７１に
表示される。また、検査者は、被検体のステップＳ１７でスキャンされていない側の部位
に、超音波探触子１ｂを押し当てる。例えば、検査者は、アクティブな超音波画像領域４
６１が左側である表示画面２９０が表示中の場合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂ
を押し当て、アクティブな超音波画像領域４７２が右側である表示画面３００が表示中の
場合に、患部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当てる。
【０１０１】
　ステップＳ１６又はＳ１８の後、制御部１０８は、ステップＳ１６又はＳ１８で超音波
探触子１ｂが押し当てられた健常部側又は患部側の部位の超音波画像データを生成し、超
音波画像領域４６１又は４７２にライブ画像として表示し、当該超音波画像データをシネ
画像データとしてシネメモリー１１０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃ（ステップＳ１５
又はＳ１７でシネ画像データが記憶されていない記憶領域）に記憶開始する（ステップＳ
１９）。そして、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者から表示画面
上のフリーズボタン（図示略）のタッチ入力を受け付ける（ステップＳ２０）。
【０１０２】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ２０のフリーズボタンタッチ入力に応じて、超音
波画像スキャン及びシネ画像データの記憶を停止し、表示画面２９０の超音波画像領域４
６１、又は表示画面３００の超音波画像領域４７２にライブ画像のシネ画像データの直前
フレームのフリーズ画像を表示し（ステップＳ２１）、左右２画像表示処理を終了する。
フリーズ画像の画像データは、例えば操作入力部１０１を介する検査者からの指示入力に
応じて、制御部１０８により、記憶部１０９に記憶される。
【０１０３】
　次いで、図２６を参照して、上述した画面遷移を用いた上下２画像表示処理を説明する
。図２６は、上下２画像表示処理を示すフローチャートである。上下２画像表示処理は、
一例として、２対の部位の片方に患部を有する患者の被検体について、健常部側と、患部
側と、の超音波画像データを生成して、そのフリーズ画像を上下２画像により画面表示す
る処理とする。
【０１０４】
　先ず、ステップＳ３１は、図２５のステップＳ１１と同様である。そして、制御部１０
８は、表示中の表示画面が表示画面２２０又は２４０の場合に、表示画面をそのままとし
、表示中の表示画面が表示画面２１０又は２３０の場合に、タッチパネル１０７ｂを介し
て、検査者からボタン５１０のタッチ入力を受け付け、ボタン５１０のタッチ入力に応じ
て、表示中の表示画面２１０を表示画面２２０に遷移し、又は表示中の表示画面２３０を
表示画面２４０に遷移して、表示部１０７ａに表示する（ステップＳ３２）。また、ステ
ップＳ３２において、検査者からボタン５２０のタッチ入力を受け付け、そのタッチ入力
に応じて、表示画面２２０から表示画面２４０への遷移、又は表示画面２４０から表示画
面２２０への遷移を行う。
【０１０５】
　そして、制御部１０８は、表示中の表示画面２２０，２４０のボタン５７０～６００に
応じて、１つの超音波画像を有する表示画面から２つの画像を有する表示画面への遷移前
にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かを判別する
（ステップＳ３３）。表示中の表示画面がボタン５５０，５６０を有する表示画面２２０
である場合に、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持
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しないと判別され、表示中の表示画面がボタン５９０，６００を有する表示画面２４０で
ある場合に、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持す
ると判別される。
【０１０６】
　遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持しない場合（
ステップＳ３３；ＮＯ）、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者から
のデュアルＵ／Ｄボタンとしてのボタン５５０又は５６０のタッチ入力を受け付け、タッ
チ入力ボタンに応じて表示画面２２０を表示画面２７０又は２８０に遷移し、シネメモリ
ー１１０をクリアして記憶領域１１０ｂ，１１０ｃに分割する（ステップＳ３４）。表示
画面２７０の超音波画像領域４４１、又は表示画面２８０の超音波画像領域４５２には、
ライブ画像が表示される。ここで、検査者は、被検体の最初にスキャンする側の部位に、
超音波探触子１ｂを押し当てる。例えば、最終的に上側を健常部側とし、下側を患部側と
するため、検査者は、アクティブな超音波画像領域４４１が上側である表示画面２７０が
表示中の場合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当て、アクティブな超音波画
像領域４５２が下側である表示画面２８０が表示中の場合に、患部側の部位に超音波探触
子１ｂを押し当てる。
【０１０７】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ３４で超音波探触子１ｂが押し当てられた健常部
側又は患部側の部位の超音波画像データを生成し、超音波画像領域４２１又は４３２にラ
イブ画像として表示し、当該超音波画像データをシネ画像データとしてシネメモリー１１
０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶する（ステップＳ３５）。
【０１０８】
　そして、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者からのデュアルＵ／
Ｄボタンとしての入力不可となっていないボタン５９０又は６００のタッチ入力を受け付
け、タッチ入力ボタンに応じて表示画面２７０又は２８０を表示画面３２０又は３１０に
遷移し、新たにスキャン開始したライブの超音波画像データを超音波画像領域４９２又は
４８１（ステップＳ３５までのライブ画像表示側と逆側）に表示開始し、シネメモリー１
１０の例えば直前にシネ画像データを記憶していた記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃへの新
たなシネ画像データの記憶を停止し、直前にシネ画像データを記憶していなかった記憶領
域１１０ｂ又は１１０ｃにライブ画像のシネ画像データの記憶を開始する（ステップＳ３
６）。
【０１０９】
　ステップＳ３６では、表示画面３１０の表示中に、ステップＳ３５で記憶領域１１０ｂ
又は１１０ｃに記憶されているシネ画像データの直前のフレームがフリーズ画像として超
音波画像領域４８２に表示される。同様に、表示画面３２０の表示中に、ステップＳ１５
で記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶されているシネ画像データの直前のフレームがフ
リーズ画像として超音波画像領域４９１に表示される。また、検査者は、被検体のステッ
プＳ３５でスキャンされていない側の部位に、超音波探触子１ｂを押し当てる。例えば、
検査者は、アクティブな超音波画像領域４６１が上側である表示画面３１０が表示中の場
合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当て、アクティブな超音波画像領域４９
２が下側である表示画面３２０が表示中の場合に、患部側の部位に超音波探触子１ｂを押
し当てる。
【０１１０】
　遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持する場合（ス
テップＳ３３；ＹＥＳ）、予め検査者は、被検体の最初にスキャンする側の部位に、超音
波探触子１ｂを押し当てる。例えば、検査者は、アクティブな超音波画像領域４８１が上
側である表示画面３１０を次に表示させる場合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂを
押し当て、アクティブな超音波画像領域４９２が下側である表示画面３２０を次に表示さ
せる場合に、患部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当てる。ここで、制御部１０８は、
超音波探触子１ｂが押し当てられた健常部側又は患部側の部位の超音波画像データを生成
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し、シングル超音波画像領域４１０にライブ画像として表示継続し、当該超音波画像デー
タをシネ画像データとしてシネメモリー１１０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶す
る（ステップＳ３７）。
【０１１１】
　そして、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者からのデュアルＵ／
Ｄボタンとしてのボタン５９０又は６００のタッチ入力を受け付け、タッチ入力ボタンに
応じて表示画面２４０を表示画面３１０又は３２０に遷移し、ライブ画像を超音波画像領
域４８１又は４９２に表示開始し、シネメモリー１１０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃ
（ステップＳ３７でシネ画像データが記憶されていない記憶領域）にライブ画像のシネ画
像データの記憶を開始する（ステップＳ３８）。ステップＳ３８では、表示画面３１０の
表示中に、ステップＳ３７で記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶されているシネ画像デ
ータの直前のフレームがフリーズ画像として超音波画像領域４８２に表示される。同様に
、表示画面３２０の表示中に、ステップＳ３７で記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃに記憶さ
れているシネ画像データの直前のフレームがフリーズ画像として超音波画像領域４９１に
表示される。また、検査者は、被検体のステップＳ３７でスキャンされていない側の部位
に、超音波探触子１ｂを押し当てる。例えば、検査者は、アクティブな超音波画像領域４
８１が上側である表示画面３１０が表示中の場合に、健常部側の部位に超音波探触子１ｂ
を押し当て、アクティブな超音波画像領域４９２が下側である表示画面３２０が表示中の
場合に、患部側の部位に超音波探触子１ｂを押し当てる。
【０１１２】
　ステップＳ３６又はＳ３８の後、制御部１０８は、ステップＳ３６又はＳ３８で超音波
探触子１ｂが押し当てられた健常部側又は患部側の部位の超音波画像データを生成し、超
音波画像領域４８１又は４９２にライブ画像として表示し、当該超音波画像データをシネ
画像データとしてシネメモリー１１０の記憶領域１１０ｂ又は１１０ｃ（ステップＳ３５
又はＳ３７でシネ画像データが記憶された記憶領域と逆の記憶領域）に記憶開始する（ス
テップＳ３９）。そして、制御部１０８は、タッチパネル１０７ｂを介して、検査者から
表示画面上のフリーズボタン（図示略）のタッチ入力を受け付ける（ステップＳ４０）。
【０１１３】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ４０のフリーズボタンタッチ入力に応じて、超音
波画像スキャン及びシネ画像データの記憶を停止し、表示画面３１０の超音波画像領域４
８１、又は表示画面３２０の超音波画像領域４９２にライブ画像のシネ画像データの直前
フレームのフリーズ画像を表示し（ステップＳ４１）、上下２画像表示処理を終了する。
【０１１４】
　以上、本実施の形態によれば、超音波画像診断装置１は、ライブの超音波画像のシネ画
像データを記憶するシネメモリー１１０と、１つの超音波画像を有する表示画面から２つ
の画像を有する表示画面への遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを
遷移後に保持するか否かを判別し、判別結果に応じて、次に遷移させる表示画面のアクテ
ィブの超音波画像の配置と、当該遷移前後のシネメモリー１１０へのシネ画像データの保
持の設定状態と、を示し、当該表示画面への遷移の入力を受け付けるボタン５３０～６０
０を含む表示画面２１０～２４０を生成して表示部１０７ａに表示する制御部１０８と、
を備える。
【０１１５】
　このため、検査者がボタン５３０～６００を目視して入力することにより、１つの超音
波画像の表示画面から２つの画像の表示画面への遷移時に、遷移先の表示画面のアクティ
ブの超音波画像（超音波画像領域）と、遷移前後のシネ画像データの保持と、を容易に指
定できる。また、超音波画像のスキャンを容易かつ迅速にでき、超音波画像の生産性を高
めることができる。
【０１１６】
　また、制御部１０８は、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷
移後に保持するか否かの入力を受け付けるボタン５２０を含む表示画面を生成して表示部
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１０７ａに表示し、ボタン５２０の入力状態に応じて、遷移前にシネメモリー１１０に記
憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かの設定を判別する。このため、遷移前
にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持するか否かの設定を容
易に行うことができ、容易に判別できる。
【０１１７】
　また、制御部１０８は、２つの画像を有する表示画面２５０～３２０への遷移後に、ボ
タン５２０の入力を不可に設定する。このため、不要なボタンの入力を防ぐことができ、
操作性をより向上できる。
【０１１８】
　また、制御部１０８は、２つの画像を有する表示画面２５０～３２０への遷移後に、ボ
タン５３０～６００の同じアクティブの画像が配置された表示画面への遷移の入力を不可
に設定する。このため、不要なボタンの入力を防ぐことができ、操作性をより向上できる
。
【０１１９】
　また、制御部１０８は、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷
移後に保持すると判別された場合に、シネメモリー１１０の記憶領域を遷移直前のシネ画
像データを記憶する記憶領域を含む２つの記憶領域に分割する。このため、シネ画像デー
タを１つの記憶領域に確実に保持できるとともに、当該保持を妨げることなく、他の記憶
領域に、新たなシネ画像データを記憶できる。
【０１２０】
　また、制御部１０８は、遷移前にシネメモリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷
移後に保持しないと判別された場合に、遷移のためのボタンを、超音波画像及びブランク
画像を含む表示画面２５０～２８０への遷移を受け付け、超音波画像を左右又は上下のど
ちら側に配置するかの入力を受け付けるボタン５３０～５６０に設定し、遷移前にシネメ
モリー１１０に記憶されたシネ画像データを遷移後に保持すると判別された場合に、遷移
のためのボタンを、アクティブの超音波画像及び非アクティブの超音波画像の２つの超音
波画像を含む表示画面２９０～３２０への遷移を受け付け、アクティブの超音波画像を左
右又は上下のどちら側に配置するかの入力を受け付けるボタン５７０～６００に設定する
。このため、健常部側／患部側等の２つの超音波画像を生成及び表示する場合に、検査者
が、表示画面２５０～２８０を用いたブランク画像により超音波画像の視認性を重視する
操作方法と、表示画面２９０～３２０を用いた操作回数の少なさを重視する操作方法と、
を自在に選択できる。
【０１２１】
　また、制御部１０８は、ボタン５３０～６００を含む表示画面２１０～２４０において
、２つの画像を左右に配置した表示画面への遷移に対応するボタン５３０，５４０，５７
０，５８０と、上下に配置した表示画面への遷移に対応するボタン５５０，５６０，５９
０，６００と、の表示の切替入力を受け付けるボタン５１０を含める。観察対象によって
、設定する深度の浅い／深いがあるため、上下２画像が適切な場合もあれば、左右２画像
が適切な場合もある。このため、２つの画像を有する表示画面への遷移において、超音波
画像の左右又は上下の配置を自在に指定できる。
【０１２２】
　なお、上記実施の形態における記述は、本発明に係る好適な超音波画像診断装置の一例
であり、これに限定されるものではない。
【０１２３】
　例えば、上記実施の形態では、１つの超音波画像を有する表示画面２１０～２４０から
２つの画像を有する表示画面２５０～３２０への遷移におけるボタン、表示画面の表示の
構成を説明したが、これに限定されるものではない。例えば、１つの超音波画像を有する
表示画面から３つ以上（例えば、４つ）の画像を有する表示画面への遷移におけるボタン
、表示画面の表示に適用する構成としてもよい。さらに、超音波画像を含む複数の画像を
有する表示画面から、当該複数の画像より多くの画像を有する表示画面への遷移における



(23) JP 2017-221559 A 2017.12.21

10

ボタン、表示画面の表示に適用することとしてもよい。例えば、超音波画像を含む２つの
画像を有する表示画面から４つの画像を有する表示画面への遷移である。
【０１２４】
　また、以上の実施の形態における超音波画像診断装置１を構成する各部の細部構成及び
細部動作に関して本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【符号の説明】
【０１２５】
１　超音波画像診断装置
１ａ　超音波画像診断装置本体
１０１　操作入力部
１０２　送信部
１０３　受信部
１０４　画像生成部
１０５　画像処理部
１０６　ＤＳＣ
１０７　操作表示部
１０８　制御部
１０９　記憶部
１ｂ　超音波探触子

【図１】 【図２】
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